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◆
理
事
長
会
報
告

理
事
長
代
理　

乾　

昌
弘

■
全
印
工
連
島
村
会
長
か
ら
の
依
頼

 

国
家
検
定
制
度
・
技
能
検
定
「
製
版
職

　

種
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」
作
業
の
実
施
に
向
け
て
、

各
工
組
か
ら
実
施
の
意
志
表
明
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

→
厚
労
省
に
存
続
要
請
の
た
め
（
毎
年
平

均
１
０
０
社
以
上
の
参
加
が
条
件
）

■
全
印
工
連
60
周
年
記
念
事
業
の
各
工
組

へ
の
参
加
人
数
目
標
（
ノ
ル
マ
）

　

奈
良
県
は
４
名
（
近
畿
地
区
は
組
合
員

数
の
８
％
）
目
標
合
計
が
５
０
５
名

〔
意
見
情
報
交
換
〕

（
福
井
）
組
合
と
し
て
地
元
新
聞
に
広
告

掲
載
（
７
月
中
旬
～
下
旬
掲
載
予
定
）

内
容
は
印
刷
物
関
連
資
材
の
値
上
げ
に
対

す
る
理
解
と
組
合
企
業
へ
の
ご
用
命
依
頼

掲
載
費
用
は
30
万
円
（
福
井
県
洋
紙
商
組

合
か
ら
も
１
社
１
万
円
の
協
力（
８
社
））。

（
京
都
）
各
自
治
体
で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
受
注
を
地
元
工
組
を
通
す
よ
う
に

す
る
べ
き
。

（
大
阪
）
60
周
年
事
業
「
組
合
員
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
集
計
結
果
報
告
（
２
２
４
社
回

答
／
５
３
０
社
）。

（
和
歌
山
）
官
公
需
対
策
に
つ
い
て
、
和

歌
山
県
内
に
設
備
の
な
い
会
社
は
入
札
に

参
加
で
き
な
い
こ
と
が
決
定
。

■
平
成
28
年
度
総
会
奈
良
工
組
開
催
に
つ

い
て

　

当
初
予
定
し
て
い
た
平
成
28
年
６
月
24

日
は
Ｊ
Ｐ
期
間
中
で
あ
る
た
め
６
月
10
日

に
変
更
し
た
が
、
10
日
は
ド
ル
ッ
パ
最
終

日
と
重
な
っ
て
い
る
の
で
変
更
す
る
べ
き

だ
と
い
う
意
見
が
総
会
終
了
後
に
あ
っ
た

た
め
、
奈
良
工
組
（
会
場　

ホ
テ
ル
日
航

奈
良
）
と
相
談
し
、
変
更
可
能
な
ら
ば
変

更
す
る
。

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
平
成
27
年
度
総
会

奈
良
県
印
刷
工
業
組
合

平
成
27
年
度
通
常
総
会
議
事
録

●
日
時 

平
成
27
年
５
月
29
日
午
前
11
時

●
場
所  

奈
良
市
「
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
」

●
出
席　

34
人

　
（
内
訳
本
人
出
席
16
人
、
委
任
状
出
席
18
人
）

〔
議
事
の
経
過
の
要
領
〕

　

定
刻
、
後
藤
義
裕
が
司
会
者
と
な
り

本
総
会
に
お
け
る
議
長
選
出
の
方
法
を

は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
島
岡
亮
博
が
議
長

と
し
て
選
任
さ
れ
就
任
し
、
本
総
会
は

有
効
に
成
立
し
た
旨
を
述
べ
、
た
だ
ち

に
議
案
の
審
議
に
入
る
。

第
１
号
議
案
・
第
２
号
議
案
・
第
３
号

議
案
・
第
４
号
議
案
・
第
５
号
議
案
と

各
議
案
を
事
務
局
に
説
明
さ
せ
、
議
長

は
、
そ
の
可
否
を
議
定
に
は
か
り
、
満

場
一
致
を
持
っ
て
承
認
可
決
し
た
。

　

議
案
の
全
部
の
審
議
を
終
了
し
た
の

で
、
閉
会
を
宣
し
、
懇
親
会
に
入
っ
た
。

島村会長伊東委員長
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も

じ

く

吉田会長

平
成
27 

年
６ 

月
19 

日
（
金
） 

大
阪
市

　
『
太
閤
園
』

全
体
会
議

13
時
～
14
時
50 

開
催
工
組  

大
阪
工
組 

吉
田
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
水
落
地
区

協
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
議
長
選
出
の

後
、
総
会
の
議
題
に
入
る
。

　

全
議
事
の
承
認
を
得
て
無
事
終
了
、

全
体
会
議
に
入
る
。

島
村
全
印
工

連
会
長
の
挨

拶
の
後
に
全

印
工
連
事
業

推
進
等
に
つ

い
て
全
印
工
連 

生
井
専
務
理
事
よ
り
お

話
し
が
あ
っ
た
。
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
た
５
つ
の
ス
テ

ッ
プ
の
解
説
お
よ
び
共
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
通
信
の
案
内
等
。
経
営
革
新
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ

委
員
会
委
員 

伊
藤 

壽
彦
氏

よ
り
「
５
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｓ 

５

Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｓ 

５
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
」
の
に
つ
い

て
の
１
時
間
ほ
ど
の
講
演
が
あ
っ
た
。
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◆
経
営
革
新
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

委
員
長
代
理　

中
島　

武
宣

　

総
会
で
紹
介
さ
れ
た
冊
子
「
５
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
Ｓ 

５
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｓ 
５
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
」

は
、
厚
み
は
薄
い
で
す
が
、
中
身
が
濃

い
、
購
入
し
て
欲
し
い
。
兵
庫
で
「
５

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｓ 

５
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｓ 
５
Ｄ
Ｏ
Ｏ

Ｒ
Ｓ
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
の

で
案
内
は
送
り
ま
す
。
共
催
も
参
加
も

可
能
で
す
。

　

協
力
業
者
、
仕
入
れ
業
者
を
探
す
場

合
は
全
印
工
連
の
仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
欲
し
い
。
全
印
工
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
「
共
創
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
あ
り
ま
す
の
で
メ
ー
ル
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
な
情
報
が
２

週
間
に
一
回
程
度
の
頻
度
で
来
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
情
報
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
在
な
ら
無
料
で
配
信
し
ま
す
、
今
後

は
有
料
化
を
考
え
て
い
ま
す
。
情
報
提

供
歓
迎
。

　

各
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
を
経
営
革
新
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
に
配
信
し
ま

す
。
と
て
も
良
い
セ
ミ
ナ
ー
ば
か
り
で

す
の
で
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
工
組

→
組
合
→
組
合
員
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
有
償
が
多
い
で
す
が
、

良
い
講
師
が
多
い
、
例
え
ば
７
＆
Ｉ
の

役
員
な
ど
、
な
か
な
か
聞
け
な
い
話
な

の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
欲
し
い
。
講
師
の

傾
向
と
し
て
、
今
ま
で
は
印
刷
業
界
向

け
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
今
後
は
我
々

の
お
客
様
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

方
を
聞
け
る
講
演
が
多
く
な
り
ま
す
。

勝
ち
残
り
ゼ
ミ
を
８
月
28
日

（金） 

29
日

（土）
に
名
古
屋
で
開
催
し
ま
す
。

３
５
，
０
０
０
円
。
決
し
て
高
く
な
い

ほ
ど
の
濃
い
内
容
で
す
。
決
算
書
を
持

っ
て
き
て
経
営
者
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
？
か
ら
始
ま
り
本
質
的
な
内
容
で

す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
参
加
を
お
勧

め
し
ま
す
。
参
加
資
格
は
原
則
は
組
合

員
で
す
が
、
組
合
員
で
な
く
て
も
参
加

可
。
そ
れ
を
機
に
入
会
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
る
。

〔
意
見
情
報
交
換
〕

（
大
阪
）
経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
を
参
加

者
１
０
０
名
の
中
、
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
計
画
に
つ
な
が
る
よ
う
に

す
る
。
女
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
女
性

社
員
を
呼
ん
で
女
性
な
ら
で
は
の
強
み

な
ど
に
触
れ
た
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
を
考

え
て
い
ま
す
。

（
兵
庫
）
未
来
創
造
研
究
所
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
経
営
革
新
を
し
た
人
を
呼

ん
で
講
演
会
を
し
ま
す
。
今
年
で
２
年

目
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
業
態
の
変
革
の

事
例
を
聞
け
ま
す
。
若
手
経
営
者
を
中

心
に
未
来
の
印
刷
業
態
に
つ
い
て
本
音

で
話
し
て
い
る
。
登
録
制
に
し
て
任
意

で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
同
業
者
で
す
の
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
人

で
は
な
く
、
学
ぶ
意
思
の
あ
る
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

（
京
都
）
経
営
革
新
委
員
会
は
京
都
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
参
加

し
た
い
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
見
え
る
化
な
ど
京

都
と
全
印
工
連
の
距
離
を
近
づ
け
よ
う

と
い
う
動
き
を
し
て
い
る
。

（
滋
賀
）
官
公
需
の
受
注
は
厳
し
い
。

デ
ー
タ
制
作
が
で
き
る
人
は
ネ
ッ
ト
印

刷
を
利
用
し
て
い
る
。
み
ん
な
で
組
ん

で
お
客
様
を
囲
い
込
み
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
。

（
福
井
）
な
か
な
か
盛
り
上
が
ら
な
い
。

福
井
の
官
公
需
も
厳
し
い
。
地
域
振
興

券
は
自
社
で
で
き
な
い
。
地
域
振
興
券

の
仕
事
が
あ
っ
た
が
、
凸
版
印
刷
が
取

っ
た
。
そ
れ
く
ら
い
官
公
需
は
組
合
員

も
諦
め
て
い
る
。
仕
事
が
取
れ
な
け
れ

ば
仕
入
れ
を
抑
え
る
か
売
値
の
値
上
げ

し
か
な
い
。
紙
の
仕
入
れ
の
削
減
に
取

り
組
む
。

（
ま
と
め
）
新
聞
広
告
に
値
上
げ
の
啓
蒙

す
る
広
告
が
あ
っ
た
。
顧
客
視
点
と
い

う
の
が
良
か
っ
た
。
今
見
て
も
よ
く
で

き
て
い
る
と
思
う
。
我
々
は
製
造
業
で

す
が
、
小
売
み
た
い
な
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
「5STEEP 5KEYS 5D

O
O

R

」
を
活

用
し
て
欲
し
い
。

◆
環
境
・
労
務
委
員
会

委
員
長　

島
岡　

亮
博

〔
報
告
事
項
〕

１
．Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
お
よ
び
環
境
推
進
工

場
登
録
制
度
の
普
及
・
推
進
に
つ
い
て             

（1）
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度

（2）
環
境
推
進
工
場
登
録
制
度

　

環
境
対
応
が
一
定
レ
ベ
ル
に
達
し
た
企

業
に
登
録
証
を
発
行
し
、
環
境
活
動
を
支

援
す
る
本
制
度
に
つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら

全
国
展
開
を
し
て
い
ま
す
。
講
習
会
の
開

催
は
、
工
組
や
支
部
な
ど
で
講
習
会
を
企

画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
開
催
に

あ
た
っ
て
は
講
師
料
10
万
円
と
講
師
交
通

費
が
発
生
し
ま
す
。
参
加
費
は
自
由
に
設

定
頂
け
ま
す
。
ま
た
、
参
加
企
業
は
参
加

費
に
加
え
て
、
講
習
会
後
の
申
請
の
際
に

申
請
料
２
万
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
主
催
で
年
３
回

開
催
（
６
月
11
日
、
９
月
４
日
、
平
成
28

年
１
月
23
日
）
し
て
い
る
講
習
会
に
は
、

東
京
工
組
以
外
の
組
合
員
の
方
も
参
加
可

能
で
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
東
京
工
組
担

当
者
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
環
境
関
連

の
資
格
と
し
て
は
比
較
的
取
得
し
や
す

く
、
日
印
産
連
の
「
Ｇ
Ｐ
認
定
」
取
得
の

前
段
階
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る
資
格
で
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す
。
取
得
さ
れ
ま
し
た
ら
、
環
境
推
進
工

場
に
な
る
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
ぜ
ひ
Ｇ
Ｐ

認
定
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

２
「
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
場
の
有
機
溶
剤

管
理
」（
日
印
産
連
発
行
）
の
啓
発
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
印
産
連
で
は
、『
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

工
場
の
有
機
溶
剤
管
理
～
印
刷
事
業
所
が

社
員
の
健
康
を
守
る
た
め
に
～
』
を
今
年

４
月
に
発
行
し
ま
し
た
。
本
冊
子
は
、
日

印
産
連
よ
り
工
組
事
務
局
宛
に
組
合
員
数

分
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
印
産
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
同
内
容
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

　

現
場
の
人
に
必
ず
読
ん
で
も
ら
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．環
境
・
労
働
関
連
情
報
の
提
供　
　

(1)
平
成
27
年
度
グ
リ
ー
ン
購
入
法
・
調
達

判
断
基
準
（
平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
） 

※
デ
ジ
タ
ル
印
刷
イ
ン
キ
に
「
リ
サ
イ
ク

ル
対
応
型
ド
ラ
イ
ト
ナ
ー
」
及
び
「
ド
ラ

イ
ト
ナ
ー
」
が
追
加

　

グ
リ
ー
ン
購
入
法
・
調
達
判
断
基
準
に

つ
い
て
は
、
毎
年
見
直
し
・
改
定
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
印
産
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
Ｇ
Ｐ
資
機
材
認
定

製
品
」
な
ど
で
、
各
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

適
正
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

(2)
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
（
平
成
27
年

12
月
１
日
施
行
）　　
　
　
　
　
　

※
従
業
員
数
50
名
以
上
の
事
業
場
に
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
を
義
務
化
。

従
業
員
数
50
人
未
満
の
事
業
場
に
関
し
て

は
、
当
分
の
間
努
力
義
務
。

　

社
内
で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
計
画

し
、
医
師
・
保
健
士
に
よ
る
実
施
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
50
名
以
上
の
企

業
に
つ
い
て
は
、
実
施
で
き
る
体
制
作
り

を
早
目
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
意
見
情
報
交
換
〕

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

つ
い
て（
大
阪
工
組
開
催
済
み
）意
見
交
換
。

10
月
ま
で
に
は
従
業
員
の
教
育
が
必
要
。

　

大
阪
工
組
は
今
期
も
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
と
環
境

推
進
工
場
登
録
制
度
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
予
定
。

　

和
歌
山
工
組
は
８
月
４
日
に
も
Ｊ
Ｐ
Ｐ

Ｓ
と
環
境
推
進
工
場
登
録
制
度
の
セ
ミ

ナ
ー
の
説
明
会
を
実
施
予
定
。
講
師
に
相

談
し
て
日
程
を
決
め
て
各
工
組
を
回
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
意
見
も
出
た
。

◆
組
織
・
共
済
委
員
会

委
員
長　

山
内　

雅
俊

１
．各
工
組
組
合
員
数
異
動
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
。
奈
良
県

45
社
（
減
１
社
）、
福
井
県
44
社
（
減
２

社
）、
滋
賀
県
19
社
（
減
１
社
）、
京
都
府

１
４
３
社
（
減
６
社
）、
大
阪
府
５
３
４

社
（
増
６
社
）、
兵
庫
県
１
３
３
社
（
減

６
社
）、
和
歌
山
県
50
社
（
減
１
社
）、
全

体
で
は
５
、１
１
３
社
（
減
73
社
）
就
業

人
員
１
０
６
、５
４
２
人
（
減
１
、７
３
８

人
）

２
．各
種
共
済
制
度
の
加
入
状
況
に
つ
い
て

○
生
命
共
済
制
度

死
亡
・
高
度
障
害
の
他
、
不
慮
の
事
故

に
よ
る
障
害
や
入
院
に
つ
い
て
、
24
時

間
保
障
す
る
共
済
制
度
で
す
。
新
規
加

入
は
70
歳
ま
で
加
入
で
き
、
75
歳
ま
で

継
続
で
き
ま
す
。
全
国
１
、５
６
７
社
、

１
７
、３
５
０
人
（
前
年
比
減
４
％
）（
奈

良
県
３
２
社
、
２
９
１
人
）

○
せ
つ
び
共
済

印
刷
設
備
を
は
じ
め
と
す
る
機
械
の
設
備

の
事
故
に
よ
る
損
害
を
補
償
す
る
共
済

制
度
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
風
水
害
、

地
震
災
害
に
よ
る
損
害
の
ほ
か
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム･

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア･

デ
ー
タ
等
の
被
害
も
補
償
さ
れ
ま

す
。
全
国
４
１
８
社（
前
年
比
減
３
％
）（
奈

良
県
４
社
）

○
医
療
・
が
ん
共
済
制
度

医
療
費
の
自
己
負
担
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、゙
入
院
か
ら
退
院
ま
で
補
償゙
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
入
院
保
険
金
、
手
術
保
険
金
、

重
度
入
院
一
時
金
な
ど
の
基
本
補
償
の
ほ

か
、
加
入
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
は
葬
祭
費
用

保
険
金
や
退
院
後
通
院
保
険
金
な
ど
の
補

償
や
加
入
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

医
療
共
済
は
全
国
２
１
８
人
（
前
年
比
－

６
％
）（
奈
良
県
３
人
）

が
ん
共
済
は
全
国
12
人
（
奈
良
県
０
人
）

○
災
害
補
償
共
済
制
度

就
業
中
の
災
害
に
対
す
る
補
償
金
の
お
支

払
い
に
よ
る
負
担
か
ら
組
合
員
企
業
を
守

る
た
め
の
共
済
で
す
。
全
国
労
災
補
償

コ
ー
ス
１
２
５
社
、
４
、５
１
０
人
（
前

年
比
減
２
％
）
傷
害
補
償
コ
ー
ス
22
社

３
１
０
人
（
前
年
比
減
８
％
）（
奈
良
県

０
社
、
０
人
）

○
経
営
者
退
職
功
労
金
制
度

経
営
者･

役
員･

幹
部
社
員
の
た
め
、
企

業
が
退
職
功
労
金
と
し
て
資
金
を
積
み

立
て
る
た
め
の
制
度
で
す
。
全
国
95
社
、

１
７
５
人
（
前
年
比
減
15
％
）（
奈
良
県

３
社
、
５
人
）

３
．全
印
工
連
創
立
60
周
年
記
念
行
事

（
還
暦
の
つ
ど
い
）
の
開
催
に
つ
い
て

(1)
日　

時　

平
成
27
年
10
月
16
日
（
金
）

　

14
時
～
19
時

(2)
会　

場　

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京

(3)
次　

第

　

・
式
典
・
表
彰
式

　

・
記
念
講
演
会

　
　

講
師　

堀
江
貴
文
氏（
元
ラ
イ
ブ
ド
ア
）

　

・
還
暦
の
つ
ど
い
（
パ
ー
テ
ィ
ー
）

(4)
参
加
費　

１
５
、０
０
０
円

４
．共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
重
点
工
組
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
平
成
27
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

３
月
３
１
日
ま
で
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
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ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
教
育
・
研
修
委
員
会

委
員
長
代
理　

南　

良
郎

〔
報
告
事
項
〕

１
．新
「〝
見
え
る
化
〟
セ
ミ
ナ
ー
」
の
企

画
　

教
育
・
研
修
関
連
で
は
、「
メ
デ
ィ
ア
・

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
と

「〝
見
え
る
化
〟
か
ら
始
め
る
収
益
改
善
セ

ミ
ナ
ー
【
概
論
編
】」
を
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
開
催
支
援
を
行
な
う
の
で
、
各
工

組
に
お
け
る
周
知
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。
教
育
・
研
修
委
員
会
で
は
新
「〝
見

え
る
化
〟
セ
ミ
ナ
ー
」
を
企
画
し
て
い
る
。

２
．制
度
教
育
事
業
の
継
続
、
改
定
の
検
討

に
つ
い
て

　

本
年
度
は
例
年
ど
お
り
の
内
容
に
て
実

施
す
る
。
制
度
教
育
事
業
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
印
刷
営
業
講

座
・
印
刷
営
業
士
認
定
試
験
を
は
じ
め
各

種
講
座
・
試
験
で
「
改
善
し
た
上
で
存
続

を
希
望
す
る
」
も
し
く
は
「
現
状
の
ま
ま

で
存
続
を
希
望
す
る
」
と
回
答
し
た
工
組

が
過
半
数
を
占
め
た
。

３
．技
能
検
定
製
版
職
種
Ｄ
Ｔ
Ｐ
検
定
の

実
施
協
力
に
つ
い
て

　

技
能
検
定
製
版
職
種
Ｄ
Ｔ
Ｐ
作
業
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
工
業
組
合
連
合

会
（
Ｇ
Ｃ
Ｊ
）
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ

れ
て
き
た
が
、
受
検
者
数
の
減
少
、
過
去

６
年
間
の
受
検
者
数
の
平
均
が
１
０
０
人

を
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
統
廃
合
が
検

討
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
が
、
全
印
工
連

と
厚
生
労
働
省
の
話
合
い
に
よ
り
、
27
年

度
は
休
止
、
28
年
度
以
降
は
全
印
工
連
が

実
施
団
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
全
印
工
連
で
は
Ｄ
Ｔ

Ｐ
技
能
検
定
検
討
部
会
を
設
置
し
て
、
再

来
年
の
平
成
29
年
１
月
頃
の
実
施
を
目
標

に
実
技
試
験
の
内
容
の
見
直
し
を
協
議
し

て
き
た
が
、
今
後
は
受
検
者
を
増
や
す
た

め
、
各
工
組
で
の
実
施
に
む
け
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
で
あ

る
。
各
県
工
組
に
お
か
れ
て
は
、
是
非
実

施
に
向
け
た
前
向
き
な
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。
実
施
の
意
向
が
あ
る
組
合
に
対
し

て
は
、
早
い
時
期
か
ら
全
印
工
連
よ
り
全

面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
行
な
わ
れ
る
。

〔
Ｄ
Ｔ
Ｐ
検
定
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
〕

（
兵
庫
）
10
年
前
ま
で
行
っ
て
い
た
が
、

内
容
面
と
費
用
（
設
備
等
）
が
あ
わ
な
い

の
で
最
終
的
に
中
止
し
た
。
組
合
員
企
業

で
行
う
と
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。

（
大
阪
）
運
用
面
よ
り
も
試
験
が
出
来
る

会
場
が
な
い
。

（
奈
良
）
商
工
会
議
所
で
は
週
１
回
勉
強

会
を
行
っ
て
い
る

（
京
都
）
10
月
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
き
て
か

ら
会
場
確
保
で
き
る
か
が
わ
か
ら
な
い
の

で
現
実
的
に
厳
し
い
。

（
兵
庫
）
試
験
用
の
環
境
を
準
備
し
な
い

と
い
け
な
い
。

（
京
都
）
費
用
は
全
印
工
連
で
費
用
を
補

助
し
て
も
ら
い
た
い
。
費
用
の
面
を
ク
リ

ア
―
で
き
た
ら
大
丈
夫
で
な
い
か
。

〔
意
見
情
報
交
換
〕

作
道
委
員
長
よ
り
、「
本
年
度
の
全
印
工

連
教
育
・
研
修
委
員
会
か
ら
「
ア
ド
ビ
」

関
係
の
事
業
か
ら
外
れ
、
全
印
工
連
三
役

直
轄
で
取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。
各
府

県
工
組
で
主
導
す
る
委
員
会
を
決
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
全
印
工
連
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推

進
委
員
会
の
池
田
委
員
長
を
中
心
に
推
進

等
を
行
っ
て
い
く
。
な
お
案
内
等
に
つ
い

て
は
今
ま
で
通
り
進
め
て
い
く
。」
と
報

告
を
行
っ
た
。

◆
官
公
需
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

後
藤　

義
裕

〔
報
告
事
項
〕

１
．近
畿
地
区
各
工
組
の
昨
年
度
の
活
動

状
況
と
今
年
度
の
活
動
予
定
の
報
告

（
福
井
）
昨
年
度
…
県
議
会
へ
請
願
書
提

出
し
、
議
会
で
採
択
。
そ
の
後
県
と
交
渉

を
進
め
る
も
契
約
制
度
改
善
に
つ
い
て
の

結
論
は
猶
予
願
い
た
い
と
回
答
。

今
年
度
…
県
か
ら
契
約
制
度
改
善
に
関
す
る

採
択
受
け
れ
ば
福
井
市
に
も
働
き
か
け
る
。

（
京
都
）
昨
年
度
…
府
・
京
都
市
の
担
当

部
署
に
対
し
、「
正
し
い
積
算
に
よ
る
発

注
」「
最
低
制
限
価
格
制
度
・
低
入
札
価

格
調
査
制
度
の
導
入
」「
著
作
権
保
護
」「
地

元
企
業
・
組
合
員
企
業
優
先
発
注
」「M

Ｍ
Ｕ
Ｄ
対
応
」
等
の
入
札
改
善
の
陳
情
を

行
っ
た
。

今
年
度
…
26
年
度
と
同
様
の
活
動
。
企
業

団
体
中
央
会
を
通
し
て
も
活
動
す
る
。

（
大
阪
）
昨
年
度
…
府
議
会
議
員
の
紹
介

で
府
契
約
局
し
知
事
宛
に
「
最
低
制
限
価

格
制
度
の
導
入
」「
製
造
物
請
負
契
約
へ

の
変
更
」「
著
作
権
保
護
」
の
要
望
と
業

界
の
窮
状
を
訴
え
る
。

１
６
０
万
円
以
上
の
案
件
に
請
負
契
約
が

認
め
ら
れ
る
。
他
は
、
協
議
中
。

今
年
度
…
契
約
局
と
意
思
疎
通
・
相
互
理

解
を
深
め
る
。
地
産
地
消
・
府
内
地
元
業

者
発
注
と
昨
年
要
望
未
達
成
分
に
つ
い
て

働
き
か
け
る
。

（
兵
庫
）
昨
年
度
…
組
合
員
に
官
公
需
取

引
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。
県
・

神
戸
市
と
担
当
部
署
と
は
意
見
交
換
を
行

う
。
今
年
度
／
官
公
庁
と
の
取
引
の
適
正

化
に
勤
め
る
、
県
・
神
戸
市
と
意
見
交
換

を
再
度
行
う
。

（
奈
良
）
昨
年
度
…
組
合
員
に
官
公
需
取

引
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。

著
作
権
セ
ミ
ナ
ー
に
県
担
当
者
２
名
呼
び

か
け
参
加
い
た
だ
く
。

今
年
度
…
要
望
書
の
再
確
認
を
県
に
行

う
。
要
望
の
内
容
を
絞
り
込
む
か
検
討
。
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担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
模
索
。

（
和
歌
山
）
昨
年
度
…
組
合
顧
問
の
県
議

と
協
議
。
県
総
務
部
事
務
集
中
課
と
意
見

交
換
・
勉
強
会
開
催
。

要
望
書
の
提
出
「
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

方
式
か
ら
指
名
競
争
入
札
へ
の
変
更
」「
県

内
製
造
の
徹
底
」「
仕
様
書
の
正
式
な
記

載
」「
局
に
よ
っ
て
選
定
業
者
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
を
統
一
」「
中
小
企
業
に
関

す
る
国
等
の
契
約
方
針
に
準
じ
た
契
約
」

「
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
基
づ
い
た
印
刷
物

の
調
達
」。

官
公
需
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

今
年
度
…
官
公
需
対
策
の
研
究
、
官
公
庁

と
の
交
流
・
情
報
収
集
、
各
委
員
会
と
の

連
携
、
各
県
工
組
の
情
報
収
集
。

〔
報
告
事
項
２
〕

各
府
県
工
組
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告

①
現
在
、
県
や
市
町
村
に
対
し
、
入
札
参

加
の
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
入
札
参
加
さ
れ
て
い
る
方
に
お
聞
き
し

ま
す
。
最
近
２
年
で
官
公
需
の
受
注
が
あ

り
ま
し
た
か
。

③
今
後
の
官
公
需
に
対
す
る
お
考
え
を
お

聞
か
せ
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。

　去年に引き続き今年も中央会のご協力のもと第
44 期ＤＴＰエキスパート試験直前対策講座を奈良
県経済倶楽部ビル５階会議室にて開催しています。
　今回の参加者も３社５名の方が合格を目指して
受講されています。
　第 44 期の試験日が８月 30 日となっており、岸
本正治、河原久美子両先生のもと 7月 4日より隔
週日曜日、または土曜日に、グラフィックアーツ
12 時間、コンピューター環境 12 時間、筆記模擬

試験や課題傾向対策等 12 時間、計 7日間 36 時間の講習を受けていただくことになり
ます。
　第 1日目は岸本先生による講義で試験に合格するには 5つのカテゴリーから全て
80％以上の特典が必要なので不得意なカテゴリーをなくしていくことが必要。
　勉強に対する姿勢が大切で特に試験前の 1週間の気の緩みが合否に大きく影響する
とのこと。追い込みが大切とのこと。
授業は今期の試験の 50％の問題が含まれるという 43 期の模試を皆で解いていく。
試験の問題は 43 期の模試から 50％残りの問題は 42 期、41 期から。そして新しい問
題という構成。90％の正解を目標にするとのことでした。
　わからないことや、質問があれば授業以外でも早く解決してすっきりして勉強を進
めて欲しいということで先生はメールアドレスを受講生の皆さんにお知らせされた。
　暑さも日毎厳しくなっていくなか、夏休みも返上ということになりそうですが、試
験日にむけて最後までどうか頑張って下さい。

ＤＴＰエキスパートセミナー開催中!!
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皆様、いつもご協賛ありがとうございます。



　天理市滝本町にある滝。布留川の上流に位置しており、古今和歌集において後嵯峨天皇や僧正遍照が「布留の滝」
と詠んだ滝と言われている。明治時代に廃絶されるまでは桃尾山蓮華王院龍福寺という密教寺院の境内地だった。また、
石上神宮の元宮であったとも伝わり、毎年 7月の第 3日曜日には滝開きの神事が執り行われる。
　滝壼の左側には鎌倉時代中期の作である不動三尊磨崖仏や、南北朝時代前期の作とされる如意輪観音と不動三尊の
石仏などがあり、当時の面影が残る。
〒 632-0021　天理市滝本町 ( 桃尾の滝 )
天理駅から奈良交通バスで上滝本バス停下車後、徒歩 5分。滝本手前の桃尾滝口（自由乗降指定地）でも下車可。
天理駅から車で 15 分。無料駐車場あり。

桃尾の滝 (ももおのたき)表紙写真の説明
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